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オープンアプローチの学びによる数学授業の質の改善

一 数学を学ぶ楽しさを追い求めて -

高畑 宏之

岡山県津山市立鶴 山中学校

学力の低下が叫ばれ､学びに対する主体性の欠

如が指摘されている今 日､子どもたちの数学的な

学びの価値を揺さぶ り､自立した学びの主体を育

てる授業像を具現化 していかなければならない｡

そのためには､従来とは艶なる視点をもつ数学

授業を構成 していく必繁がある｡

本研究では､オープンアプローチによる数学的活動に着 目したしまず､筆者の抱える

問願意取や経験に基づき ｢目指す数学授英俊｣を作成 した.そして､数学の授某で自ら

学ぶ意欲を高めるために､協同的 ･表現的 ･反省的に授業を構成 していくことにより､

子どもたちの数学に対する意識 (数学に対する学習意欲)がどのように変化するかを明

らかにしていきたいと考え､所属校で検証梗藻をおこなった｡その結果､輩者の提唱す

る授某は､生徒の情悪面に良い影響を与えるという示唆を得た｡本研究を通して､自ら

学ぶ意欲を育てていくための数学授業の在り方を考察していきたい｡

1.はじめに

授業で確かめたか った ことは､数学に

対す る学習意欲 の向上である0本研究で

は､上記の研 究動機 をふまえ､次のよ う

な研究仮説を立てた｡所属校の 3年 1学

期の選択授業全 9時間を､オープンアプ

ローチによる数学的活動の問題 を中心 と

した授業で展開す ることに よ り､研究仮

説の有効性 を検証 した｡

【研究仮説】

｢オーブンアプローチによる数学的活動｣を

継続的に設定することにより､協同的 .表現

的 .反省的に授業を展開 していけば､生徒は

知的好奇心が誘発 され､数学を考える楽 しさ

を味わいながら意欲的に授業に取 り組み､白

ら学ぶ学習意欲を高めることができるであ

2 研究の内容と方法

(1)オープンアプローチの学び
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思考 の質 を高 めてい く学習方法 として

オープ ンアプ ローチ とい う接近法がある｡

島田茂 (1995)は 『解答が一骨 に定ま ら

ない よ うな問題場面を題材 として､そ こ

に内在す る解答の多様性 を積極的に利用

す るこ とで授業 を展開 し､その過程 で､

既習の知識 ･技能や数学的な考 え方 をい

ろい ろ組み合 わせて新 しいことを発見 し

てい く経験 を児童 ･生徒 に与えよ うとす

る学習活動』 と述べている｡つま り､ こ

の方法は思考の拡散 と収束ができる一つ

の学習 ツール である｡

輩者 は､ この数学的活動の良さや可能

性 について改 めて考察 してみた｡ メ リッ

トとして､次のよ うな点があげ られ る｡

①解答 が一つに定ま らない｡多様 な反応

ができる問題 に工夫す ることで､学力′;T;

に関係 な く､すべての子 どもた ちの数学

的活動が保障 できる｡ (多様性の尊重)

②授業 が生徒活動重視の学習スタイル-



転換できる｡ (授業観のパラダイム転換)

③ 生徒が主体的に活動す る場面が増 える

ので､数学に対す る興味関心を高め､能

動的な態度 を養 うことができるO(自立 し

た学びの創造)

伝)結果 よ りも過程重視の学習である0 -

人ひ とりの考え方のよさをみ とめ､序列

化 しない｡試行錯誤す ることを通 して､

｢考 える楽 しさ｣｢わかる審び｣を大事に

し､自分の考 えを再構築 してい くプ ロセ

スを大切 にす るC この手法によ り､本 当

の.,FIE:味での ｢考 える大切 さや楽 しさ｣ を

味わ うことができる｡(数学の本質にふれ

る楽 しさ)

6)生徒の反応 を事前に 120%予想 し準備

してお くことで､個に応 じた指導や形成

的評価がで きる. (指導 と評価の一体化)

⑥21世紀型学力の育成｡数学科の教科の

特性の一つに ｢創造性の基礎である思考

力の育成｣がある｡既習の知識 を総 合的

に用いる機会を与え､子 どもたちの柔軟

資料 1目指す授業像

な考え方を育成す ることができる (｢生
きる力｣の育成)

以上のよ うな点か ら､学ぶ側 を中心 と

した授業- と質の転換ができる｡そ して､

何 よ りも大切 な生徒の心-のアプ ローチ

(意欲向上)が可能 であると考 え､実践

に取 り組んだ｡

(2)研究実践の具体的な手立て

『思考力 こそが創造性 を育む基礎で あ

り､21世紀型学力の要 である』 と言われ

る｡筆者 は､学力の コア (核) な部 分は

｢学ぶ恵欲｣｢学ぶ楽 しさ｣であると考 え

ている｡ そのための授業改善の視点 と し

て次の 5つの具体的な活動 を提案 したい｡

1｢活動的数学｣ 2｢協同的数学｣

3｢表現的数学｣ 4｢反省的数学｣

5｢学習意欲向上と動機付け｣

筆者が提唱す る ｢目指す数学授業像｣

と研究仮説の有効性 を検証す るための具

体的な授業改善点等をま とめる次の よ う

になる｡
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資料 2授 業 改善シート(具体 的な授 業 改 善 点)

改善の柱 改韓の観点 現状分析 意味づけ 改善点 と工夫 授業イメージ

知 活 教師伝達 の 授 業のマ 生徒 が主 体的 に オー プ ンアプ ローチ 数学 の授 業に

動 授業 スタイ ン ネ リ 活動す る場面 を に よる学習方法 の駐 対す る興味関

的 ル か ら生徒 化○授業 増 やす ことで､ 入o数学 は解答 が- 心 を高 め るこ

敬 の活動韮視 が説 明中 数学 に対す る興 つだけ とい うイ メ- とがで き るo

学 の スタイル 心になつ 昧 関心 を高 め､ ジがあるo しか し､ 全員 が何 らか

- の 転 換 ている○ 能動的 な態度 を 問題 を未完結 な形 に の反応 がで き

の (数学的活 養 うことが で き 工夫 し利 用す るこ と 達成感 を味わ

ア 動の重視) るo数 学的活動 で､個に応 じた多様 える｡

プ を適 して ｢考 え な授某展開 をす るこ

ロ る｣｢学ぶJこと とがで きるo 子 ども

一 の大切 さ粂 しさ た ちの 自由な発想 を

チと心 を味わえる. 引 き出す こ とが可能であるo協 小 グル ープ 人間関係 小 グルー プでの 自力解 決の あ とに必 他者 との対話

の 同 活動 (他者 や対 人関 活動 を取 り入れ ず グループ での交流 を通 して､新

ア 的 との対話)/ 係 が希蒋 るこ とで､仲ral や グルー プ解 決 の時 しい発 見や'j式

プロ 数 であるo と学 び あ うこ と 間を設定す るo づ きが あ り､

辛 コ こ ユ ー が で き る○ 人間は他者 とともに それが理解 の定 着 につ なが

チ ン能 力が低いo 学 ぶ 存 在 で ある. 他者 か らの気 づ きを得 ることがで きる. 敬学的 コ ミュニケー シ ョン力 を育成 す る必 要が ある○ るo

秦 数学 を表現 結果 ばか 結 果盃祝 では な 全員が 自分の解 答 を ili重備 を しっか

堤 し共有す る り気 にす く プ ロ セ ス払 最低 一回はみん なの りす るこ とで

的 活 inJ (読 るo なぜ 視O 思考 の柔軟 前で発表 し､ クラス 自信 を もって

数 む .普 く . そ うな る 性や 倫理性 を育 全体で交流す る機 会 発 表 で き る○

学 話す 力の育 のか ?根 む必要 があ るB を設定○ 自信 が ない 表 現す る喜び

成) 拠 を説明 思考 を外化す る 生徒 には事前指導 を を 体 感 で き
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知のアプロ!チと 戻 自己評 価 活 自 ら学 ぶ 生徒 の FB&教 (D自由形 式 とす る. 学 習 を振 り返

省 勅 (自己内 自立 した 師 の F B&指 導 ② 毎 時 間 お こな うo る;Bl慨 が 身 に

的 対話 .振 り 乍 習者 が と 評 価 の 一 体 (診全員 に赤ペ ン を入 つ く. 学 習 の

敬 返 る力 の 育 育 つて い 化o 生 徒 自 らに れ て､ コメ ン トを入 意 欲 づ け に な

学 成) ないo ○ と ×を 区別 さ れ て返 す○ ④ 成績 に るo 生 徒 の つ

せ ､ 藩 托 させ るこ とで ､ 自己評価 能 力 を育 て るこ とが で き るo内兜 的 動 機 付 けとい う点 で も意味が あるB は入れ ないo まず き を早 い段 階 で チ ェ ックで きる○

早 数 学 を学 ぶ 現場 で感 動機 付 け に は 大 ① TA的 な観 点か ら 学 習 をや ろ う

心 習 本 質 に触 れ じる もつ き く 2つ の 場 合 の ○付 け ス トー ク法 とす る ｢好 奇

の 意 る楽 しさや とも大 き があ るo ｢外堀的 ② NLP的 な観 点 か 心 ｣ や ｢向 ヒ

ア 欲 面 白さの 追 な 課 牌 動機 付け｣と ｢内 らの傾 聴 や バ ック 卜 心 ｣ が芽 生 え

プ 向 求 (学 ぶ忍 は ､子 ど 発 的 励機 付 け ｣ ラ ッキ ン グ法 な どを る○ 生 徒 との

ロ 上 義や価値)＼点 :成果 をあ もた ちの で あ る○ 学 習 者 活 用 しての ラポー ル 良好 な人 仰 関

I & 音欲 の減 欲 を 高 め る の づ く り③ ピグマ リオ 係 が 築 か れ

チ 動 退 で あ に､ どち らが よ ン効果 の最 大活用④ る○ 学 ぶ 意 欲

機 る○ 学力 り効 果 的 か は - PCDSSの生徒 育 が高 まれ ば ､

付 低 下が気 概 に は 決 め られ 成 マ ネ ジメ ン トサイ 碓 か な 学 力 の

け に な る な い○ 外 的 な も クル を意識 した授 業 向上 - つ な が

が ､学習 の の 効 果 はや る 展 開⑤ 知 的 好 奇心や る○

意 欲 の減 気 を促 す の に は 向上 心 ､探 究 心 を誘

迫は もつ 効 果 的 で あ る うよ うな間簡 開発 と

と深 刻 で が ､ 将 来 に 向 け 間 掘 鎚 示 (VA Kの

あ るo 緊 た長 い 目でみ る 意 識)⑥ 問劫 づ く り

急かつ韮 と､ 内 発 的 な も に よる能軌 的 な活動

要 な問足自 の の 学 習 に対 す の 上 夫⑦ lT活用 ⑧

である○ る位 置 づ け が 大変塵 要 に な っ てくる○ 付 藁紙 に よ る相互 評価 ⑨ 教 師 の正 しい子ども観 と期待感

<表の見方(D改善の観 げている先行研究実践 と自分の授茶 を比較税 無 した着眼点 の こと○

②現状の分析 :自分の授某 を冷静に分析 し､授業 力がある人 との菱 を把握 し､明確 にす る○

③ 意味付け :改善の着眼点の意味や価値 について考 える○ または､その昔味や価値 の こと○

④ 改善点 と工夫 :ギャ ップ を埋めるために取 り組む具体的 な方法や 方策 の こと｡
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(3)指導計画の概要

一学期の 3年選択数学を受講者は 18名である｡一学期は全部で 9時間の授業だった

が､すべてオープンアプローチの考え方を取 り入れた授業を実践 した｡指導内容は､子

どもの実態を考慮 して ｢図形｣領域のみに学習課題を絞った｡指導計画の概略等は次の

とお りである｡

【3年選択数学の計画】

1次 オ リエンテーション 意織調査 4次 問題 づ く り (オ-プンプロブレム)

2次 平行線 と角 (オープンプロセス) 5次 一学期の反省 意粍調査

3次 ブー メランの角 の和 (オープンプロセス)6次 選択授業のまとめ (二学期)

資料 3第 3次学習指導案(第 1時､第 2時)

第2次 木崎案

○学習喋居について姉妹湖心を持ち､意欲的に中り組むことができる.

E欄 呂望芸完晶だ竺三xT誓 ".54g烏 ,lai'島 .9,.三業 鎧 売品㌫誓欝 禁品誓 器 だTT_2号 =grt,i-蒜 諾 盃 や 半え方
の よさに耽づ くことがで ,kる｡

学習扶助 指iI｣-の船甘点 倫事

第1 1.的時の練習 をす る. ･学習 7 7イ′レや 自己評価か ら,肺時は ー平行線 の 角｣ の間牌 について学習 を した ことを想 屯 させ る. 学習 ファイル自己評価カー ド

2.本 時の学習印材 を粗略す る○ ･竿習性雌 を隆7-I;し,泰時 は r多角形 の角の和 lを球 め る コン ピュー タ

PLAN&CHECK 間腰 (オ ー プンプ ロセス)に挑楓す ることを知 らせ る○ -/17シ3Lク),)一眼tB通水 プ リン ト小 鞘 fZ;

3 次 Ⅰ5g]牙 壬 く オ - ブ ニ ノ =プ ロ セ 二コし )

一く..0 - r_.O学 習 探 玉田巨 ｢ 多 角 形 の 角 の 竿 口 ｣

. L).-ごrrrヽ● t= LL一L).

3. 自力解 決で学習珊tJを解 く○ ･自分 が解決 した 見方や 考え方をは っき りと背 馳 させ るため に螺RJZ退水 プ リン トを用意 し 取入 させ る

時 DO (個人､小姓EZl) d･状況に応 じて ､考 える ヒン トを伝 えるり (描助耕 ､乎 Fr頼 ､錯 角 .同位 角､三 角形の内角の和 な ど)･0付 け法 に 上 り - 人ひ とりの理解度 をチ ェ ックす る と

4.小A EZ]で学習班畑 の解放について ともに取 分サ 定に よ り解決食欲 をもたせ る.･小A 田 内での 托 し合いが活発 に行なわれ るよ うに者 切な

指 し合 い､追水す る.(1)生徒一 人ひ と りが追凍 プ リン ト 貫通を行 う.･生徒一 人ひ と りの事 えを#止 し醒 める〇･解 決方 法がみつか らILい生徒 には､生徒 の,lS考iAも1.に

を-もとに ､自分の考 え方 を現明す る｡ あ った方 法 をア ド/<イスす る.･追求 した内零 &.わか りやす く嬢 遁紙 にま とめ させ る.

(2)貴 慮の現 明で蛭間に思 った ことや感想 な どを出 し合 って.施 し合 うO ･予想 され る反応 粥⇒ いずれ も補 助線 む引 いての解等 が 了.想 され る.ru鼠形 を 2つの 三角形 に分 けて求 める方法

(3)迫解 した内容 を模 造紙 にま とめち. ⑳ 平行 輪の仕 官 を利用す る方法 ブル-7'解釈 シート
(3日 つのT打点にすべての 角を姓め る方法JlEど 縫 石

5.竿故頻 用で学習昧JBの解決につい ･撃砕8 団での轄 し合いが活発に行なわれ るよ うに ､滴 り｣ コン ピュー タ

T(管,し貫/L∴ 要害言霊.州 く〔王室三)な支援 を行 う.･次の よ うな視 点か ら練 り上げ を行 うよ うに宙漕す る

(2)苑表 した内容 について瀧問があ ①凝 課 内等 がJI!G'.L的禍 で きるか.,

れぱ出 し合 い､模肘や考穀を行 ない､ ② 推 間 に思 うこ とはないか..
練 り上 げ る. ⑦ 同 じii方や与 え方は ないか.,
(3)練 P)上げ発間 rこ血 監 ㊤ それ ぞれの鯨決方法 のJ:さに気 づいたか｡

か 貯 また ら y うね る r 71う ? ｣ につい ⑤ 新 しい発 見や 九-3さはないか.･律唱 法 によ f} 生徒 Q)つぶやさをJf付 し 全fiで紬Lと.する

*2て考 える. SHARE プ ロジェクタ-自己打払カ- ド
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(4)検証授業に関する意識調査

①選択数学の授業前後の舌鼓調奄 Ⅰ

検証授業の実施学級生徒 (津山市立鶴

山中学校 3年選択数学受吉祥者 18名)を対

象に､選択授業の事前 (5月) とji:徳 (7

月)に意識調査 Ⅰをお こない､実施前の

調査結果 を比較す ることによ り､オープ

ンアプローチの数学授業に対す る生徒の

意識の変容を調査す る｡

②毎時間の 自己評価による意識調査 Ⅲ

毎時間の授業終了時に調査 口をお こない､

オープンアプローチの数学授業に対す る

生徒たちの意職の変容を調査す る｡

Q)検証授業終了後の生徒感想

資料 4 自己評価表

回数 日時 竿晋活動 自己評価A8Cで辞烏

I授集の患恐く今白の0【わかつT=こt)､今日のx(わからrd:かつT= ･恥味的心

こと).その他に丸味をもつ1=ことなど自分の思いや考えを文章で記 ( )

3 研究の結果

(1)代表的事例の生徒反応

オープンアプ ローチによる指帯では何

を課題 とするかが､その学習成果を大 き

く左右す る.ブーメランの問題では次の

よ うな反応があった｡

資料 5ワークシート

∫ 解答 1

､一一.･. 【事 榊 ■■1& F7=lt,>t官-Z.孟主音∫)rJす い . .解答2

資料 6予想された反応例

j)補 助 恕負を 引 き - 2 - の 三 角 形 に 分 け る

匡 ]20｡一∠タ/
三 角 牙要の rフ勺角 の l卜生首 を 使 う ○

180〇 一 50〇 一 20○ - 110○

180〇 一 110○ - 70ら

180〇 一 70〇 一 3○○ - 8○○
だ カ､ら t 180○ - 80○ - loo°

⑤ .補 助 紙 を 引 き ー 2つ の 三 角 形 に 分 け る

雫.I,32/-f8,1038三I';.:忘
三 角 fFj;Jの タ一角 の .性 乍守を 1養 う○

50〇 十 30○ - 80○

⑥ 補 助 線 を 引 き ､ 2つ の 三 角 形 を つ くる ｡

/グ＼､//
2..∠ 二〒宣 ＼30.
三 角 形 の 一木】角 の 和 は 180- だ カ､ら

50◆ +20̀ +30◆ + ∠ d +∠ e= 180-

∠ d +∠ e- 180◆ - 100◆ - 80◆

よ って ､ 180◆ -80● - loo°
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資 料 7 予 想 され な か った 想 定 外 の 反 応 例

･冨萱?: - 15D, 7 .6 5-潤25/B と∠Cの 二 等等分 .thの作 図 .へ/.'■岳5'.,,.ヽ_
読了 ＼-.15

■一J.＼.

'＼.. So一

資料 8観点別正反応表(授業後)

㊤ B C加 吉 - 平 行 四 辺 升妙 性甘を利用

数学的な観点 数学的思考の質 人

(見方､考え方) (斬新 さや独創性) 敬

観点A 三角形をつ くる (BD延長&内角の和) O 6

三角形をつ くる (CD延長&内角の和) ④ 7

観点B 三角形をつ くる (BD延長&外角の和) ② 1

三角形をつ くる (CD延長&外角の和) ⑤ 4

観点C 三角形をつ くる (AD延長) ③ 0

観点D 三角形をつ くる (BC連結) ⑥ 1

観点E 平行線 を利用 (1点集中型) ⑦⑧⑨⑩ 0

観点F 平行線 を利用 (分散型) ⑪⑫ 0

観点G 平行線を利用 (辺の延長型) ⑬⑭⑮⑯⑰⑱⑬⑳ 0

観点 Ⅰ★ PD､CD延長で内部に四角形をつ くる ㊨ 3

観点J★ 凹型四角■形の内角の和 ㊨ 2

観点K★ 平行四辺形 と対称性 ⑳ 1

観点L★ ∠Bと∠Cの二等分線作図 ㊨ 1

観点M★ BC連結 &平行四辺形作図 ㊨ 1

(注)番号は資料 6､7の反応例の数字を示す｡ 合計 28正反応

(注)★印は予想外の反応を示すC
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(2)意識調査の集計結果

選択数学において､オープンアプ ロー

チに よる数学的活動 を軸 と した授 業 を

お こなったOそ して､仮説の有効性 を意

識調査か ら検証 してみたO具体的な事例

として rブーメランの問題｣をあげたが､

その他の図形問題に対 しても､子 どもた

ちは意欲的に取 り組む ことができた｡

その結果､オープンアプローチによる

問題 を中心 と した授業を継続的に経験

させなが ら､各段階 (PCDSSサイ ク

ル)で教師側の工夫 と改善を加 えること

で､生徒の数学に対す る学習意欲に良い

変化 を与 えた こ とがわかった｡授業前

(5/10)と授業後 (7/12)で意識調査を

実施 し､意欲の変容を比較 してみた｡す

ると､生徒の学習意欲 の一つの指標であ

る項 目ごとの評価平均点がほ とん どの

調査項 目でア ップ している｡ (ダウン し

たのは 10番だけ｡6番 は逆転項 目｡)

資料 9意識調査の集計結果

卜卿 オ-1j77口iO)遠憶芋報えて､和気持軍用乱打.J

そう思う5 少しそう思う4 どちらともいえない3 あまL)そう思わない2 思わない1

※よく考え_T､もっともあてはまるものをくつで囲んでく7.=さい｡

i,選択放字IJ好きですか｡

2.i望択地学は楽しかったですか.

3.このような字管は大切であると息いましたか｡･

4.このよう′√学習をもっと勉強したし､と思いましたか.

5.このような学習l=興味を持ちましたか｡

6.勉強の内零は兼任しわヽ たですか｡

7.先生の言克明はわかりやすかったですかC･･I-

8.i盟手尺放字J=対して｢やる気｣が出ましたか｡-･･-.-

9.1貴X中に考兵_る時間は十分にありましたか｡--･･

10.このような放字の字習をすれは普段の生活や手士会に出て役に立つと思いましたわ
5･

ll.問是的 ＼粥けたとき､別な解き方を考えようとしましたか｡--･=･ -15･

12.問是卓の解ぎ方がわからTdTいとぎ､あきらめずにいろいろ考えようとしましたか｡

5･

13.先生は､生徒一人ひとりの考え方 や慧兄をとりあrj･てくれましたか｡

14.先生は､生徒わ喝 っているときに字習を肋けてくれましたか｡.･..

i5.過択数字の枝葉でlま､落ち着いて取り組むことができましたか｡･･･

16.先生は､生徒がわかるまでT軍に教えてくhましたか｡･･----.

17.先生の選択数字の提案はわわ叫 やすかったですか ｡ ------･
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4.研究の考察

授業の学習スタイルとして､｢課暦提

示｣⇒ ｢自力解決｣⇒ ｢小グループでの

言古し合い｣⇒ ｢集団討議 (練 り上げ)｣ ⇒

｢まとめ｣ とい う学習のプロセスをとっ

た｡ これは､学習を通 して生徒の ｢生き

る力｣を向上させていく ｢PCDSSサ

イクル｣のことであり､企業がよく使 う

マネジメン トサイクルの教育版である｡

資料 10PCDSSサイクル図

⑤ sHARE

価 値 の 共 有

. ≡ ;;.I;

寸■E3]捷 青寸

c i )
自 己 評 価

①pLAN

/ 日 朝■設 定

野∃匡∃妄言】【ごj

≡ : 芸 LiF f>@ D｡(実 よ ぎ 鵬 表
自 力 & IJ､1■同 (こ

よ る 聞 額 解 決

まず､｢Plan段階｣では､授業の全

体像 (デザイン)を子 どもたちに培示す

る｡生徒一人ひとりの習熟に応 じて､い

ろいろな見方や考え方が引き出せ るよう

に学習課鰐をオープン化 した｡また､コ

ンピュータ等を利用 して視覚 (v isu

a 1)に訴え､学習意欲を喚起できるよ

うに問題提示にも毎時間工夫を試みた｡

資料 11授業デザイン(生徒提示資料)
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次に､｢Check段階｣である｡生徒

の学習態度をチェ ック し､望ま しい態度

で授業へ臨んでいるかを期待感 も含め観

察,点検､指導をお こな う｡既習事項の

チェックも毎時間必ずおこなった｡

そ して､｢D o段階｣に入る｡ここでは

一人ひとりが自力解決をす る場である.

時間の管理をしなが ら､ 自由な発想で思

考を拡散 させ る｡ 自ら考える自力解決は

大事な活動である｡そのために十分な時

間を確保 した｡ この 自力解決のとき､最

も重視 して取 り組んだのが ｢○つけス ト

ローク怯｣である｡ この具体的な教授方

法とその効果については､愛知教育大学

の志水が様 ざまな音符や論文のなかで提

案されている｡｢素晴 らしい考えだ lJ｢こ

こまでOK !｣｢完壁 !｣｢も う少 しだ

ね !｣｢いい線いってるよ !｣と常に部分

肯定の頓度で､机間支援 しなが ら ｢○つ

け｣ と ｢プラスの声かけ｣を全員におこ

なっていったO外発的な動機付けだが､

学習意欲を高める上で生徒には大変効果

があったと思っている｡

そ して､｢See段階｣である｡この段

階では､小グループでの話 し合い活動を

おこな う｡注意すべき指導の留意点は､

自分の解決の観点をは っき りと持つこと

を意枯 させることと､他者か らの学びや

発見を大切に した考察や気づきである｡

他者 との交流の中で仲間に触発され､

新 しい解法を考え出 した生徒がいたO予

想 しなかった斬新でユニークな解答を考

える生徒 もたくさんお り､びっくりす る

ことも度々あった｡

掻後に､｢Share段階｣であるOこ

こでは､それぞれの見方や考え方のよさ

をクラス全体で共有す る｡一人一役で全

員が自分の解法を自分な りの数学的言語

を使 ってアウ トプ ッ トす る時間である｡

原則全員が発表す る｡低学力の生徒にも



発表 させた｡全員のや り切 り指導である｡

ポス トイ ッ ト (付等紙)を利用 した相互

評価 t)お こなった0-人では気づかない

ことをみんなで発見 し､クラスのみんな

で数学を創 ってい くことを大EJJに しな,那

ら授業を展開 していったO

そ して､授業の終わ りにお こな うのが

｢自己評価｣である｡授業を振 り返る活

動の場だが､毎時間必ずお こなった｡ 自

由に記述す ることを原則 とした_だか ら､

それ を見ると指導者側のFBにもなる｡

資料 13の例のよ うに､全員に赤ペンを入

れて返却 し､振 り返る力を養 うとともに､

次回の学習に対す る動機付けになるよ う

自己評価 を活用 したO コメン トの内容に

よっては､個別指導もお こなった｡

以上が､オープンアプローチの授業を

展開 してい く際の各段階における数学的

活動の工夫であるc数学の授業はいつ も

答 えが一つで ｢Closed｣であると

い う印象が生徒たちのなかにある｡

筆者はその概念を取っ払いたいと考え

ている｡数学は本来 ｢Open｣な精神

を大切に した学問である｡ 常に授業を開

き続けてい く姿勢 を大事に して､全授業

を実践 していった｡

資料 12 相互評価のようす

資料 13 生徒の自己評価の例

q̂#億 ト ト警 自己細AB̂Cでi手製

■瑚 貰豊富to,'1?=̂競 iiEBLTpx器 笠品f:ら.),l刷 脚 .僻 澗 紬 が /剛 心日 航∴阜8､日!鞘llI二㌦ ,):.;)..fJ卜,Jレ一.f-.)..､T 1≡..,;..:i..I,7.-.I,l'魔

顔 日時 字官話E5 自己細A_BCで評/llLl y捕 ∫

l揮Q朋 (鯛の0(わかつたこと)､今日のx伽 ら帥つた ●門 ､(.舶
壁 掛享 購 止 蒜 た刷 t''e

〕 ノIJ-,llllI ∫il l‥ l tlLll∴l正 吾 ...丁二 ⊥ iH∫ ( )qGド )↓■､.5辞で)I

ノ& I日時 粥 活 動 自 己 糾A_BCで辞∴汁一

声慨る')]'';II..t̀lllll凱朋0)0伽､つ た こ と Il 今 日 Q)x伽1ら細 った ･1轡 ＼(, ,朗I ;那( . ;･. .脚L)t I'. )佃 t粥 川やl亨で!真二 ●し聖 ⊥ ノ

馴笹 墜 湖 餌 潤ll llllll･1.TT:t h .r 二 一i 77ノ
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5.成果と課題

(1)オープンアプローチによる数学的活動

全9時間で扱った問題は3抵だけである｡

オープンプロセスの関越が 2題Oオープン

プロブレムの問題が 1題｡いずれ も､図形

領域の問題である.3題.受講者 18名で､

あわせて 173個の反応があった.(この数字

は､正反応以外の誤答 も含めた拡散性を表

す)この ｢173｣という数字についてどう分

析するか､数字の読み取 り方は難 しい｡

しかし､筆者は､思った以上に多様な考

え方が見られたと思っている｡オープンア

プローチという学習は生徒にとって初めて

の経験である｡そのことを考慮 しても､当

初の予想を上回る多様な反応が数多く見ら

れたことは評価できる｡全員が発表する場･

面では､友達の着想の良さや架晴らしさに

驚いたり､感心 していた様子 もうかがえた｡

筆者自身､子どもたちの柔軟な発想に改め

て関心させ られた｡特に､特徴的なことは､

下位成績の生徒が､他の生徒の気づかない

点に署目して答えている点である｡ もちろ

ん全員ではないが､オープンアプローチに

よる数学的活動の他にない良さであろう｡

オープンアプローチの学びは､敬重の中

に発生する学力差とい う問題_を克服 し､全

員の学力を底上げしていく可能性に富む学

びなのである｡

(2)自力解決における探求活動 (試行錯誤)

授業における自力解 決の時間は約 10

分程度の活動である. どの生徒 も集 中 し

て取 り組む ことができた｡ 自力解決が成

立するためには､子 どもに合った適切な

問題設定 と適切な指導者のアプローチが

欠かせない｡基本的なことだが､一つの

問題､そ して､-つの凝問を練 りに練 っ

て､教材研究 しなければいけない準備力

の大切さを学んだO

授業-の入 り方は同 じでも､子 ども実

態が違 うと､反応の最 と質に大きな差が

出て くる｡一人ひ とりの解決意欲につな

がるよ うに､教師が柔軟に対応 していか

なければな らない｡

自力解決の場面では ｢○つけス トロー

ク法｣で部分肯定 と声かけを積極的にお

こなった｡○つけでは､○をつける場所

をピンポイ ン トで絞 り込み､発想の観点

に○をつけていった｡ これは､学習の意

欲付けや動機付けとして大変有効だ と思

われ る｡"できそ うだ"とい う解決の見通

しを持たせ ることで ｢やる気｣の持続力

がまった く違 うことを感 じた｡ただ､問

題解決の見通 しを 100%もたせて しま う

と､逆に窟欲減退につながる恐れがある｡

注意が必要である｡

筆者が自力解決の場面で一番困ったの

は､想定外の反応が見 られた場合の教師

の対応である｡ リアル タイムで瞬時に判

断 して適切な指導助言をおこなっていか

なければな らない｡想定外の反応に対す

る瞬時の適切なア ドバイスはプ ロの技で

あ り､現場での実践で磨いていかなけれ

ば身につかない｡教師の 120%の準備力

と､子 と●もの良さをその場でつかんで活

かす力 (ライブ能力)がまだ11=だ弓LjL､こ

とを痛感 した｡教師はつねに どんな場面

でも､"現場か ら学ぶ""目の前の子 ども

たちか ら学ぶ"｢反省的実践者｣でなけれ

ばな らない｡

(3)小グループでの協同的活動

今回の授業では小グループ (3-4人)

での活動を必ず取 り入れた｡｢他者 との交

流｣｢数学的 コミュニケーション｣の活性

化がね らいである｡ これは､単にグルー

プ活動 を授業へ組み込めばよいとい うこ

とではない｡机 をあわせても､黙 りこく

っている生徒 もいるO 中身が肝心なので

ある｡意味あるグループ活動 とい う点で

大きな反省が残 った｡ただ､まった く効

果がなかったのか といわれれば必ず しも
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そ うではない｡友達に声をかけた り､助

けを求める光景 も見 られるようになった｡

自己評価 U)感想欄に 『最初はなれなか っ

たが､仲間 と話 し合 うのが楽 しい』 とい

うコメン トが授業を重ねていくなかで出

てきたO グループでの話 し合いのなかで

新観点をみつける生徒 も出てきた｡"子 ど

もたちは対話を求めている"ことを授業

をや りなが ら体感 した｡ 自分が考えた こ

とをお互いに発表すれば､ 自分 とは異な

った考え方や見方を学習す る機会になる｡

学び支えあ う集団づくりにもつながる0

人 とのかかわ りが希薄になっている今

日､数学的 コミュニケーシ ョンはお互い

の仲間意識 を高める上で､また､集団の

学力を底上げ していく上で大切 なキー ワ

ー ドの一つになるだろ う｡授業改善を考

えるにあた り､他者 との対話 (交流 ･か

かわ り) を､これか らもつねに意識 して

いきたい と考えている｡

(4)集団における表現的活動

数学を表現するには ｢伝える｣｢聴 く｣

｢普 く｣作業が必要である｡『なぜ ? ど

うして ?とい う自分の解答の根拠や理由

を相手に伝 えよ う｡』『仲間の懲見に耳を

傾けよう｡』これ らのことを繰 り返 し授業

のなかで強調 した｡ しか し､集団討議や

練 りあいができる学習集団へ高めてい く

ことは大変難 しい｡

全体発表の場面は 3回あった｡時間は

かかったが､全員に発表 させたことは大

変良かったと思 ってい る｡それぞれの 自

信につながったよ うである｡1回 目より2

回 目､3 回 目と経験を積むに従い､プ レ

ゼンが上達 していった｡ふ ざけて発表す

る生徒は一人もいない｡お互いによく発

表を聞いている｡数学が苦手な生徒でも

最低一つは解答があるので比較的 自信 を

もって発表ができる｡数学が苦手で発表

が不安な生徒へは､授業が始まる前に､

事前指導をおこなった｡ これ も効果的だ

った｡

少 しずつだが､数学的な言語 を使 って､

表現す ることができだ したのは成果 とい

えよう｡数学を表現す る活動 の大切 さと

難 しさを学んだ授業だった｡

(5)生徒 自らによる反省的活動

4月か らわずか 9時間の授業だったが､

短時間で もしっか り自己評価 が督 けるよ

うにな り､効果があることが英感できた｡

毎回の 自己評価のコメン トか ら､全体的

に生徒たちはオープンアプローチの授業

に対 して肯定的に受け とめているようだD

それは､授業中での子 どもたちの様子や

態度か らもうかがえ,S｡授業 を始めた当

初に比べ､自己評価の 4観点で B､Cをつ

ける生徒はだんだん と少な くなっていっ

た｡ 自分の学習 を振 り返 るメタ認知能力

や 自己評価能力が少 しずつだが育ちつつ

あることが毎回の感想文や一学期終了時

の感想か ら うかが うことができる｡

(6)オープンプロブレムの活動

第 4次のオープンプロブ レム (問題づ

くり)は初めてだった よ うで､戸惑って

いる様子がみ られた｡『問題 を解 くよりも､

つ くることは難 しい』 と書いている生徒

が多かった.しか し､｢試行錯誤す/I)楽 し

さ｣｢伝わる審び｣｢わかる喜びやで きる

喜び｣を感 じている生徒がいるの も確か

である｡問題か ら問題 をつ くる数学的活

動は､生徒の感想にもあるよ うに､確か

に難 しい｡だが､教師の工夫次第では､

下位成績の生徒にとっても十分取 り組み

やすいものになると思 った.原題の扱い

方､発展のさせ方等､今後の課題 として

研究 していきたい｡

(7)今後の課題

数学を考え､創 り､表現 し､分かち合

う｡言葉でい うのは簡単だが､その実践

は本当に難 しいO数学 を自分で考 え､グ
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ループで考え､みんなで考える｡数学を

考えるとい うことは､まさに数学を創 る

行為である｡たとえ､結果は間違ってい

ても､その考えていく行為その ものに数

学的な価値がある｡数学を考えること､

そ して､数学を楽 しむことをこれか らも

生徒 と共に大事に していきたい｡

研究実践 してみて､オープンアプロー

チによる学びには良い点がたくさんある

ことが改めて分かった｡実践 してい くこ

との難 しさもよく分かった｡数学教育に

不易流行 とい うものがあるとすれば､こ

のような教授方法は間違いなく ｢不易｣

の部分に相当するものであると思 うC時

代は変わっても､変わらず大串に してい

かなければならない数学教育の原点や精

神が根底に流れている｡

オープンアプローチによる学びには課

題 も多い｡与える学習課越により､学習

展開や学習の成果が大きく左右 されて し

ま う｡問題開龍や課題提示の仕方を含め

て､生徒を引き付ける魅力的で有意義な

場面がつ くりにくい｡教師の授業力や実

践力や人間力等も問われてくる｡

中学校数学科のカ リキュラム上への位

置づけ等も､時間数削減の流れのなかで､

今後の課席 となる｡オープンアプローチ

を日常化 してい くことは大変難 しい間博

だが､日々の授業のなかでこのような活

軌が定着 していけば効果はもっと出てく

ると思われる｡

また､青砥調査からは､全国学力調査

等で指摘されている ｢数学に対す る有用

性｣(意識調査項 目 10番)が育っていな

いことが うかがえる｡数学の道具性や美

生活 との関連付けの間鰭である｡数学を

活用する懐度をいかに育成 していけばよ

いのだろうか｡今後､研究 していきたい

テーマの一つになった｡

学力のコア (核)な部分は ｢学ぶ意欲｣

｢学ぶ楽 しさ｣であると先に述べた｡今

回､選択数学を受講 した生徒の学力 (刺

れる学力)が どのよ うに変化 したのかは

分からない｡ しか し,子 どもたちの "目

に見えない意欲 の面での変化 が生 まれ

た"とい う事実を得 ることができた｡ こ

の事実から､̀ 自̀分の今後の実践の基本的

な方向性をつかんだ" と個人的は思って

いる｡

オープンアプローチの学びを中心に し

た ｢活動的｣｢協同的｣｢表現的｣｢反省的｣

な活動の実践は､数学 とい う学びの世界

-子 どもたちを勢いていく--1の入 り口

に過ぎないO 自らが考 えた解答や 白L-Jつ

くった問題が何 らかの形で認 められ､学

力差はあるものの､教室 とい う場でみん

なから序列 され ることな く正当に評価 さ

れる｡ このような活動のなかで､生徒一

人ひとりの心が満た された｡それは小さ

な満足感であり､些細な喜びである｡ し

か し､案外､このよ うな些細なことのな

かに大切な学びの価値が隠 されているよ

うな気が している｡

その他にも､大変多 くの気づきと学び

があったD反省が尽 きることはないO こ

の研究実践で得た成果 と課題 をもとに､

更なる授業の質の改善に研錦 していきた

いと考えている｡

6.おわリに

先 日､NHKの 日曜 日の番組で ｢わく

わく授業 授業の達人 一斎藤音博 一｣を

観たd70歳でこの世を去るまで "子 ども

たちの無限の可能性 を引き出す こと"に

生涯をかけた斎藤喜博先生の授業が紹介

されていた｡その番組の中で､特に強調

されていたのは ｢子 どもを見ること｣｢子

どもの些細な変化を見つめること｣だっ

た｡そ して､本来持 っている子 どもの力

を指導者が引き出す こと｡それが斎藤先
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生 の授 業 のす べ てだ った｡『軽 輩 は 巨大 な

力 を もって い る』 とも言 われ て い た｡ テ

レ ビをみ て ､子 ど もた ち を本 気 で 育 て て

い く熱意 あ る姿 に心 を打 たれ たB

数 学 の 授 業 に か ぎ らず ､教 育 活動 全 体

にお い て ､現場 のチ ビ もた ち の 現 実や 些

細 な変 化 に しっか りと 目を向 け る こ とが

で き､子 どもた ちが学 校 の教 育 活 動 の 中

で感 じる ｢一 つ ひ とつ の 小 さな満 足感 ･

達 成感 ･成 功感 ｣ を大 事 に で き る教 師 で

あ りた い と思 って い る｡
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